
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の

他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以

下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
案
内
や
事
務

手
続
き
は
、日
本
年
金
機
構
（
年

金
事
務
所
）
が
行
い
ま
す
。

対
象
者（
①
、②
の
い
ず
れ
か
）

①�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
世

帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税

で
あ
り
、
年
金
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約

90
万
円
以
下
の
人

②�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
し
、
前
年
の
所

得
額
が
約
479
万
円
以
下
の
人

手
続
方
法

◆�

新
た
に
給
付
金
を
受
給
で
き
る
人

　

対
象
者
に
は
、
９
月
以
降
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
手
続
き
の

案
内
が
届
き
ま
す
。
同
封
の
は

が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
早
め
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　

令
和
８
年
１
月
５
日
ま
で
に

請
求
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、

令
和
７
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆�

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ

て
、
年
金
事
務
所
、
保
険
年
金

課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働

省
か
ら
、
電
話
で
家
族
構
成
や

金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証

番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
手
数
料

な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問 

年
金
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�

（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２
）

　

 

日
本
年
金
機
構

　

 

唐
津
年
金
事
務
所

�

（
☎
７
２
‐
５
１
６
１
）

　

 

保
険
年
金
課

�

（
☎
７
２
‐
９
１
２
１
）

第
12
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

対
象
者

　

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
て
い
る
ご
遺
族
が
い
な
い
場

合
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

①�

令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
、

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③�

戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

④�

①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三

親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
な
ど
）

※�
戦
没
者
等
の
死
亡
後
に
生
ま
れ

た
人
は
対
象
外
で
す
。

※�

④
に
該
当
す
る
人
は
、
戦
没
者

等
の
死
亡
時
に
１
年
以
上
生
計

関
係
が
あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
。

支�

給
内
容　

額
面
27
万
５
千
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

　
令
和
10
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

請
求・問 

福
祉
総
務
課

�

（
☎
７
２
‐
９
２
５
２
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、

調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

◆
回
答
方
法

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」「
郵

送
」ま
た
は「
調
査
員
に
渡
す
」

方
法
で
行
え
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
簡
単
に
ロ
グ
イ
ン

で
き
、
24
時
間
い
つ
で
も
回

答
で
き
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
」
が
便
利
で
す
。
二

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ

と
で
簡
単
に
回
答
で
き
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
は

な
く
子
育
て
支
援
へ
の
利
用
、

防
災
対
策
へ
の
利
用
、
企
業

等
で
の
利
用
な
ど
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
暮
ら
し
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※�

国
勢
調
査
を
装
っ
た
詐
欺

や
不
審
な
調
査
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
調
査
員
は
、

身
分
を
証
明
す
る
『
国
勢

調
査
員
証
』
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

問 

企
画
政
策
課

�

（
☎
７
２
‐
９
２
０
７
）

令
和
７
年
国
勢
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人

口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

　

令
和
７
年
国
勢
調
査
は
、

令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
お
よ
び
世
帯
（
外
国
人

も
含
む
。）
が
対
象
で
す
。

調
査
の
方
法

◆
調
査
書
類
の
配
布

　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
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第
73
回
九
州
花
火
大
会
で

交
通
規
制
を
し
ま
す

規
制
日
時

　
10
月
４
日
（
土
）

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

規
制
道
路

◆
歩
行
者
通
行
止　
唐
津
大
橋

◆
全
面
通
行
止　
松
浦
大
橋

※�

会
場
周
辺
は
車
両
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

問 

観
光
課
（
☎
７
２
‐
９
１
２
７
）

唐
津
市
景
観
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金

（
第
２
回
）の
募
集

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
景

観
計
画
の
重
点
区
域
（
城
内
地

区
・
曳
山
通
り
）
で
の
、
住
宅

な
ど
を
周
囲
の
町
並
み
に
調
和

さ
せ
る
工
事
、
笹さ

さ

垣が
き

維い

持じ

を
支

援
し
ま
す
。

第
２
回
申
込
期
限

　
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

※�

令
和
８
年
３
月
中
旬
ま
で
に

事
業
が
完
了
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

※�

予
算
が
な
く
な
り
し
だ
い
、

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※�

区
域
内
で
建
築
な
ど
を
行
う

と
き
は
、
補
助
金
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
届
け
出

が
必
要
で
す
。

申
込・問 

都
市
計
画
課

�
（
☎
７
２
‐
９
１
３
６
）

後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
窓
口
負
担
２
割
の
人
へ

の
配
慮
措
置
が
終
了
し
ま
す

配
慮
措
置
終
了
日

　
９
月
30
日

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
２
割

の
人
に
つ
い
て
、
１
か
月
の
外

来
受
診
の
自
己
負
担
増
加
額
を

抑
え
る
配
慮
措
置
が
令
和
７
年

９
月
30
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
配
慮
措
置
終
了
に
伴
う

手
続
き
は
不
要
で
す
。

問 

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

 

広
域
連
合

�

（
☎
０
９
５
２
‐
６
４
‐
８
４
７
６
）

高等学校など 大学など

対 象 学 校 高等学校、中等教育学校後期課程、
高等専門学校、専修学校高等課程

大学、専門職大学、短期大学、
専門職短期大学、専修学校専門課程

応 募 資 格
（右記全て
に該当）

◆本人またはその父母等が唐津市に住民登録している人
◆高等学校や大学などに在学している人（最終学年を除く）
◆学業が優秀で、経済的理由で修学困難と認められる人
　（年収・所得の上限額は、日本学生支援機構の基準を参考）
◆唐津市奨学金の貸与を受けたことがない人
　（大学生は、高校枠で借りた人も、大学枠で申請できます）

募 集 人 数 25人程度 15人程度
募 集 期 間 ９月１日（月）～19日（金）
貸 与 額 年額20万円（無利子） 一括60万円（無利子）
貸 与 日 令和７年11月中旬以降
貸 与 期 間 卒業までの最短修業年限 １回限り
返 還 方 法 学校を卒業して１年後から、毎月１万円を返還

提 出 書 類

①奨学金貸付申請書
②在学する学校の成績証明書または教育委員会が適当と認める成績証明書
③�本人と父母等の世帯全員の住民票の写し（続柄の表記が必要、本籍の表

記は不要）
④本人と父母等の世帯全員の所得証明書（所得がない人も含む）
※①の書類は、学校支援課で配布しています。
　また、市ホームページからダウンロードもできます。

保 証 人
　奨学生に決定した場合、連帯保証人（父母等とは別に、原則として市内に
住民登録があり、独立生計を営み、保証能力がある人）が１人必要です。詳
しくは、お問い合わせください。

提 出 先
唐津市南城内１番１号　大手口別館６階
唐津市教育委員会事務局　学校支援課
※��申請書などは、本人が提出してください。やむを得ず本人が提出できな

い場合は、お問い合わせください。（郵送不可）

令
和
７
年
度
唐
津
市
奨
学
生
募
集

　
修
学
困
難
な
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
（
最
終
学
年
を
除
く
）
に
、奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

問 

学
校
支
援
課
（
☎
５
３
‐
７
１
３
８
）

9/1
（月）〜

19
（金）
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「
介
護
予
防
教
室
」参
加
者
募
集

も
っ
と
は
つ
ら
つ
！
も
っ
と
い
き

い
き
！
温
泉
で
介
護
予
防
！

教
室
の
内
容

　

市
内
の
温
泉
施
設
に
無
料
送

迎
し
、
看
護
師
等
に
よ
る
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
・
生
活
相
談
、

講
話
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

実
施
日

　
各
地
区
で
開
催
日
が
異
な
り
ま
す

実
施
時
間

　

お
お
む
ね
午
前
10
時
30
分
～

午
後
２
時

対
象
者

　

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人

で
、
身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分

で
で
き
、集
団
行
動
が
で
き
る
人
。

参
加
費　
無
料

※�

温
泉
施
設
で
の
入
館・入
浴
料
、

昼
食
代
な
ど
は
自
己
負
担

　

詳
細
は
、
全
戸
配
布
の
介
護

予
防
教
室
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
７
２
‐
９
１
９
１
）

墓
地
公
園
の
無
料
バ
ス

運
行
と
利
用
者
募
集

墓
地
公
園
へ
の
無
料
バ
ス
運
行

　

運
行
日
は
、
９
月
23
日（
火
・

祝
）秋
分
の
日
で
す
。

利
用
方
法　
予
約
制

　
９
月
19
日（
金
）ま
で
に
窓
口
か
、

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

利
用
す
る
人
は
、
出
発
時
刻

ま
で
に
、
市
役
所
本
庁
東
玄

関
前
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

墓
地
公
園
の
利
用
者
募
集

　
墓
地
は
、
納
骨
室
が
地
上
式
の

統
一
規
格
墓
地
で
す
。
墓
標
は
別

途
個
人
で
建こ

ん

立り
ゅ
うし
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
資
格

・
市
内
に
住
所
か
本
籍
が
あ
る
人

・
墓
地
と
し
て
利
用
す
る
人

◆
永
代
使
用
料　
70
万
円

※
市
外
居
住
者
は
71
万
円

◆
管
理
料　
年
間
６
千
円

予
約・問 

環
境
施
設
課

�

（
☎
５
３
‐
７
１
３
９
）

９
月
10
日
は

「
下
水
道
の
日
」で
す

　
下
水
道
は
、
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
、
水
環
境
と
私
た
ち
の

快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
大
き
な
役
割

①
生
活
環
境
の
改
善

②
浸
水
の
防ぼ

う

除じ
ょ

③
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

④
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど

　

市
内
の
汚
水
処
理
普
及
率
は

93・
２
％
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

た
地
区
の
う
ち
、
接
続
工
事
を
行

い
、
下
水
道
を
使
っ
て
い
る
人

の
割
合（
水
洗
化
率
）は
94・
９
％

で
す
。（
令
和
７
年
３
月
31
日
現

在
）

下
水
道
使
用
開
始
の
届
け
出
を

お
忘
れ
な
く
！

　
下
水
道
を
使
い
始
め
る
と
き
は
、

必
ず
使
用
開
始
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
休
止
や
廃
止
、
再
開

す
る
と
き
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

◆�

生
ご
み
や
使
用
済
み
の
天
ぷ

ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◆�

水
洗
ト
イ
レ
に
は
水
洗
ト
イ

レ
用
の
紙
以
外（
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
、
紙
お
む
つ
な
ど
）

を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆�

雨
水
の
排
除
の
た
め
の
溝
に
、

ご
み
や
空
き
缶
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆�

台
所
の
汚
水
に
含
ま
れ
る
油
分

や
細
か
な
調
理
く
ず
を
分
離
す

る
た
め
に
屋
外
に
あ
る
装
置
が

「
分
離
ま
す
」
で
す
。
月
に
１
～

２
回
程
度
、
ま
す
内
の
清
掃
を

行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
は
市

の
指
定
工
事
店
で
！

　

下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
は
、

専
門
の
知
識
と
技
術
を
も
つ
市
の

指
定
工
事
店
し
か
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
（
指
定
工
事
店
制
度
）。

必
ず
、
市
の
指
定
工
事
店
か
ど
う

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
工
事
の
際
は
、
事
前

に
市
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

上
下
水
道
局
業
務
課

�

（
☎
７
２
‐
９
１
４
５
）

「
わ
た
し
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

教
室
」参
加
者
募
集

　
女
性
が
や
り
が
い

を
も
っ
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
女
性

向
け
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時

１
回
目　
９
月
17
日
（
水
）

２
回
目　
11
月
26
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
全
２
回
の
講
座
で
す
。

開
催
場
所

　

市
役
所
大
手
口
別
館
（
大
手

口
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
「
Ｏオ

ー

テ

ｔ
ｔ
ｅ
」）

５
階 

会
議
室

対
象
者

　

市
内
の
企
業
・
団
体
・
組
織

な
ど
に
勤
務
す
る
女
性

定
員　
　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

開
催
内
容

　

人
付
き
合
い
が
楽
に
な
る
ヒ

ン
ト
や
自
分
ら
し
い
働
き
方
・

生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
情
報
交
換
し
な

が
ら
楽
し
く
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

申
込
方
法

　
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
、申
込
フ
ォ
ー

ム
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

所
属
企
業
・
団
体
・
組
織
か

ら
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限 

９
月
12
日（
金
）ま
で

申
込・問 

男
女
共
同
参
画
室

�
(

☎
７
２
‐
９
２
３
９)

バス時刻表
（２便目） （１便目）

時刻 時刻
11：30 市役所出発 10：00 市役所出発
11：50 墓地公園到着 10：20 墓地公園到着
12：40 墓地公園出発

（集まりしだい出発）
11：10 墓地公園出発

（集まりしだい出発）
13：00 市役所到着 11：30 市役所到着
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唐
津
市
女
性
人
材
バ
ン
ク

登
録
者
募
集
中

　
各
分
野
で
活
動

す
る
女
性
に
市
の

審
議
会
・
委
員
会
な
ど
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
、
人
材
バ
ン

ク
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※�

登
録
情
報
は
、
市
が
適
切
に

管
理
し
、
目
的
外
に
使
用
し

ま
せ
ん
。

登
録
し
て
ほ
し
い
人

　

市
内
在
住
・
勤
務
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
女
性

◆�

審
議
会
や
委
員
会
な
ど
の
委

員
経
験
者

◆�

各
分
野
の
専
門
的
知
識
や
技

術
を
持
っ
て
い
る
人

◆�

市
民
活
動
な
ど
、
各
分
野
で

活
動
実
績
が
あ
る
人
、
活
躍

が
見
込
ま
れ
る
人

◆�

審
議
会
や
委
員
会
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
、
発
言
が
で
き
る
人

◆�

県
や
市
の
男
女
共
同
参
画
事

業
・
研
修
な
ど
に
参
加
し
た
人

登
録
期
間

　

登
録
日
か
ら
３
年
が
経
過
す

る
日
の
年
度
の
９
月
30
日
ま
で

申
込
方
法

　

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
窓

口
ま
で
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

申
込
書
は
、
男
女
共
同
参
画
室

と
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込・問 

男
女
共
同
参
画
室

�
（
☎
７
２
‐
９
２
３
９
）

り
ふ
れ「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」を

無
料
開
放

開
放
日
時

　
９
月
16
日（
火
）～
21
日（
日
）

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

※�

９
月
17
日（
水
）は
浴
場
清
掃

日
の
た
め
除
き
ま
す
。

対
象
者　
60
歳
以
上
の
人

問 

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
館

　

 「
り
ふ
れ
」

�

（
☎
７
２
‐
９
６
１
１
）

▲市ホームページは
　こちら

９月20日～ 26日
は動物愛護週間 ペットと楽しく暮らすために

あなたは正しくペットを飼育できていますか？
　これからペットを飼おうかな、今飼っているけれどちゃんとマナーを守ることが
できているのかな？犬、猫それぞれの飼い方のチェック項目を確認してみましょう。

問 環境課（☎72-9124）
正しい犬の飼い方 正しい猫の飼い方

交通事故や近隣へ
のフンなどの被害
を防ぐため、室内
で飼いましょう。

野良猫との区別の
ため首輪などの目
印をつけましょう。

犬の登録と年１回
の狂犬病予防注射
をしましょう。

飼育する場所
とその周辺は
いつも清潔に
しましょう。

放し飼いはしない
でください。散歩
中はリードを離さ
ないでください。

散歩中に犬がした
フンは必ず持ち帰
りましょう。

飼い主のみなさんへ
◆�不幸な野良犬・野良猫を増

やさないために、不妊・去
勢手術を心がけましょう。

◆�近隣への迷惑をなくすため
に、しつけをしましょう。

◆�命あるペットの飼い主と
して、最後まで責任を
持って飼育しましょう。

地域猫活動とは？
　野良猫問題を「地域の環境問題」として住民・ボランティア・行政が協力し、不
妊去勢手術や餌やり、清掃などのルールを決めて管理します。
　地域猫活動者は次のことを守って活動します。直接関わりを持たない人も一代限り
の命をそっと見守ってあげてください。

◆�不妊去勢手術と 
Ｖ字カットの実施

病院で片耳をＶ字カット
し、未手術の猫と見分
けがつくようにします。

◆�ルールを守ったエサやり
置き餌はせず見守りながら
エサやりをし、清掃までしま
す。決まった時間と場所で
エサやりをするよう努めます。

◆�トイレの設置と管理 
フン尿の清掃

周辺のフン尿被害軽減のた
め、猫用トイレの設置だけで
なく周辺の清掃も行います。
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唐
津
市
農
業
委
員
会
の
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
募
集
し
ま
す

募
集
期
間

　
10
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）

※�

募
集
後
に
選
考
を
行
い
、
令
和

８
年
３
月
ま
で
に
決
定
し
ま
す
。

◆
農
業
委
員

定
数　
19
人

活
動
内
容

　

農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
や
、

農
地
転
用
に
あ
た
り
知
事
に
具

申
す
る
意
見
の
決
定
な
ど
を
、

委
員
会
に
出
席
し
て
審
議
し
ま

す
。
ま
た
、
市
な
ど
の
行
政
機

関
に
対
し
て
農
業
施
策
の
改
善

に
関
す
る
意
見
を
提
出
し
ま
す
。

要
件

　

農
業
に
関
す
る
識
見
が
あ
り
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め

と
し
た
職
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
人

※�

地
域
農
業
を
リ
ー
ド
で
き
る

次
の
よ
う
な
人
の
積
極
的
な

応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
認
定
農
業
者

■
女
性
農
業
者

■
青
年
農
業
者

■�

農
業
に
従
事
し
て
い
な
く
て
も

公
平
・
公
正
な
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
人

推
薦
・
応
募
の
種
類

①
農
業
者
な
ど
か
ら
の
推
薦

②
農
業
団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦

③
一
般
応
募

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

定
数　
34
人

※�

下
表
の
各
募
集
区
域
に
１
人

ず
つ
委
嘱
し
ま
す
。

活
動
内
容

　

主
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
な
ど
の

地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
を
行

い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
委

員
会
に
出
席
し
、
農
地
の
利
用

促
進
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

要
件

　

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
熱
意
と
識
見
の
あ
る
人

推
薦
・
応
募
の
種
類

①�

募
集
区
域
の
農
業
者
な
ど
か

ら
の
推
薦

②�

募
集
区
域
の
農
業
団
体
な
ど

か
ら
の
推
薦

③
一
般
応
募

◆
共
通
事
項

任
期

　

令
和
８
年
４
月
11
日（
推
進
委

員
は
こ
の
日
以
降
に
委
嘱
さ
れ
る

日
）か
ら
令
和
11
年
４
月
10
日
ま
で

資
格

〇
応
募
で
き
る
人

　

市
内（
推
進
委
員
は
募
集
区

域
）に
住
民
票
が
あ
る
人
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
業
務
の
遂
行
に

支
障
が
な
け
れ
ば
、
市
外
に
住

ん
で
い
る
人
も
可
能
で
す
。

×
応
募
で
き
な
い
人

①
唐
津
市
職
員

②�

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
な
い
人

③�

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
え
て
い
な

い
人
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

④�

唐
津
市
暴
力
団
排
除
条
例
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
な
ど

報
酬

　

唐
津
市
が
規
定
す
る
報
酬
額

を
支
給
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
業
委

員
会
事
務
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

に
準
備
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
窓
口
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・問 

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
〒
８
４
７
‐
８
５
１
１

　
唐
津
市
西
城
内
１
番
１
号

�

（
☎
７
２
‐
９
１
６
５
）

農地利用最適化推進委員の募集区域（各区域に１人）
相知（４地区） 厳木（２地区） 浜玉（４地区） 唐津（８地区）
中
山
・
山
崎
・
久
保
・
牟
田
部
・

佐
里

平
山
下
・
平
山
上
・
相
知

楠
・
町
切
・
長
部
田
・
鷹
取
・

横
枕
・
田
頭
・
湯
屋

伊
岐
佐
・
黒
岩
・
大
野
・
千
束

中
島
・
牧
瀬
・
瀬
戸
木
場
・
厳

木
・
浪
瀬
・
岩
屋
・
本
山
・

う
つ
ぼ
木

天
川
・
星
領
・
広
川
・
鳥
越
・

平
之
・
広
瀬
・
浦
川
内

浜
崎
・
横
田
下
・
大
江
・
渕
上

東
山
田
（
野
田
）・
山
瀬
・
横
田
上

谷
口
・
岡
口
・
南
山
上
・
南
山
下
・

平
原
｛
柳
瀬
（
大
谷
・
灰
久
保
・

柳
瀬
・
裏
田
）｝・
五
反
田

平
原
（
座
主
・
戸
房
・
古
瀬
・

中
原
・
草
場
・
今
坂
）・
鳥
巣

竹
木
場
・
唐
川
・
菅
牟
田
・

重
河
内
・
熊
ノ
峯
・
東
山
・
大
良
・

後
川
内
・
梨
川
内

佐
志
・
浦
・
枝
去
木
・
鳩
川
・

八
幡
町
・
桜
町
・
橋
本
町
・

唐
房
・
中
瀬
通

相
賀
・
湊
町
・
屋
形
石
・
横
野
・

中
里
・
神
集
島

見
借
・
二
タ
子
・
西
唐
津
・
菜
畑
・

町
田
・
神
田
・
高
島
・
東
唐
津
・

そ
の
他
の
記
載
の
な
い
唐
津
地
区

久
里
・
双
水
・
夕
日
・
中
原
・

山
本
・
石
志
・
橋
本

和
多
田
・
養
母
田
・
養
母
田
鬼

塚
・
千
々
賀
・
山
田
・
畑
島

宇
木
・
原
・
柏
崎

半
田
・
鏡
・
鏡
新
開
・
松
南
町

七山（２地区）呼子（３地区） 鎮西（５地区） 肥前（４地区） 北波多（２地区）
池
原
・
東
木
浦
・
西
木
浦
・

仁
部
・
柳
瀬
・
滝
川

大
白
木
・
狩
川
・
樽
門
・
藤
川
・

野
井
原
・
林
ノ
上
・
馬
川
・

荒
川

小
友
・
大
友
・
小
川
島

殿
ノ
浦
・
呼
子

加
部
島

高
野
・
岩
野
・
八
床
・
加
倉
・

石
室

横
竹
・
塩
鶴
・
中
野
・
辻
・
赤
木
・

丸
田

打
上
・
菖
蒲
・
早
田

中
町
・
先
方
・
海
士
町
・
沙
子
・

麦
原
・
先
部
・
波
戸
・
加
唐
島
・

松
島
・
馬
渡
島

鬼
木
・
野
元
・
串
・
元
組
・
茜

屋
町
・
畑
ヶ
中
・
浦
方
・
古
里
・

殿
山

切
木
・
赤
坂
・
湯
野
浦
・
杉
野
浦
・

中
浦
・
大
浦
岡
・
大
浦
浜
・

満
越
・
八
折
栄
・
万
賀
里
川
・

仁
田
野
尾
・
牧
野
地

入
野
東
・
入
野
西
・
晴
気
・

犬
頭
・
星
賀
・
向
島
・
鶴
牧
・
菖
津
・

大
鶴
・
梅
崎

駄
竹
・
納
所
西
・
納
所
東
・

京
泊

寺
浦
・
新
木
場
・
上
ヶ
倉
・
田
野
・

新
田
・
高
串
・
阿
漕
・
瓜
ヶ
坂

徳
須
恵
・
田
中
・
竹
有
・
山
彦
・

下
平
野
・
上
平
野
・
成
渕

大
杉
・
岸
山
・
芳
谷
・
稗
田
・

志
気
・
行
合
野
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唐津市原子力防災ガイドブックを
　　　　　　　　　　 活用しましょう

　家庭にある『唐津市原子力防災ガイドブック』は、放射線と原子力の
基礎知識や原子力に対する防災対策をわかりやすく解説したものです。
　このガイドブックを活用し、日ごろからもしもの際に備え、確認して
ください。� 問 危機管理防災課（☎72-9260）

ホームページはこちら▶

　原子力発電所からおおむね半径5km以内の地域に住んでいる人は、放射性物質が放出される前から予防
的に避難を開始します。それ以外の地域に住んでいる人は、被ばくを防ぐために、自宅などの建物の中に
入り（屋内退避）、市などが発信する情報や指示に応じて、落ち着いて行動しましょう。

原子力災害時の基本行動 ガイドブック
５～ 12ページを確認

　お住まいの地域に避難の指示が出たら、あわてずに、市などが発
信する情報をよく確認して、指定された場所に避難してください。
　「いざ」という時、あわてずに避難できるように日ごろから非常
持ち出し品を家族みんなで準備・点検しましょう。

避難が必要になったら ガイドブック
13 ～ 17ページ、裏面を確認

裏面お知らせ 令和７年度佐賀県原子力防災訓練
10月５日（日）実施

訓練当日（午前９時10分ごろ）は【訓練用】緊急速報メールを配信します。
実際の災害と間違えないよう、ご注意ください。

自殺予防週間　　９月10日 ▶ ９月16日
　自殺は個人の問題ではなく、私たち一人ひとりが身近な問題としてとらえ、社会全体で「自殺予防」に取り
組む必要があります。市では、平成31年に「唐津市自殺対策計画」を策定し、誰も追い込まれることのない「こ
ころ温かな唐津市」を目指して、自殺予防対策を推進しています。まずは私たち一人ひとりが、自殺は身近な
問題であることを知り、大切ないのちを守るためにできることを考えましょう。

自殺対策のカギ
「ゲートキーパー～いつでも、誰でもできること～」
　「ゲートキーパー」とは、自殺の危険を示すサインに気づき、
声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のことです。

令和７年度メンタルヘルス研修会～ゲートキーパー養成講座～
◆講演　�①「こころの健康～ストレスとの上手な付き合い方～」 

②「傾聴～こころの声を聴くために～」
◆講師　宮

みや
﨑
ざき

 久
く

美
み

子
こ

さん（公認心理師）
◆日時　�①９月21日（日）10：00 ～ 12：00 

②10月14日（火）14：00 ～ 16：00
◆場所　唐津市保健センター「さんて」３階大会議室
◆申込方法　�申込フォームから申し込むか、健康増進課に電話

で申し込んでください。
　　　　　　※参加料は無料で、１回だけの参加も可能です。

こころの健康に関するパネル展示
◆日時　９月２日（火）～ 16日（火）
◆場所　市役所本庁エントランスホール

こころの健康に関するキャンペーン
（普及啓発品の配布）
◆日時　�９月10日（水） 

10：00から
◆場所
　�市役所本庁 

エントランスホール
※�普及啓発品がなく

なりしだい終了し
ます。

問 健康増進課（☎75-5161）

▲申込フォーム
　はこちら　　
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防災行政無線が変わります防災行政無線が変わります
屋外に設置しているスピーカーのシステム改修を行い、これまでより
も放送内容が聞き取りやすくなります。 問 危機管理防災課（☎72-9260）

工 事 期 間　令和７年度末までの予定
工事期間中の影響　�一部地域で一定期間放送が流せない期間があります。�

期間中は他の情報収集手段で確認をお願いします。
対象地区への周知　放送や回覧などでお知らせします。
改修後の変更点　一部地域で流れている定時チャイムの音楽が変わります。

防災行政無線の戸別受信機の撤去と回収について
一部地域に設置していた戸別受信機は廃止します。

●家屋の外壁にアンテナが設置されている場合 
　　　　　　　　　⇒ 今年度中に市が委託する業者が順次撤去します。
●家屋の外壁にアンテナがなく壁に設置されている場合 
　　　　　　　　　⇒ 来年度以降に撤去する予定です。

皆さんのご協力をお願いします
◦戸別受信機の返却
　→市役所本庁または各市民センターに返却してください。
　　◦�外壁にアンテナがなく壁に設置してある戸別受信機を自身で取り外しが

可能な場合
　　◦外壁にアンテナがなく戸別受信機が据置設置されている場合
◦次の公民館に設置している回収ボックスもご利用ください
　【回収ボックス設置場所】　◦佐志公民館　◦大

だい

良
ら

公民館　◦湊公民館

防災ラジオ備えていますか？　防災情報や火災情報など放送しています
各世帯・事業所に１台無償貸与して
います。
申し込みは随時、受け付けています。

※�地区や団体で取りまとめての 
申請などご希望に応じますの
で連絡してください。

【申込方法】
●申請書を窓口で記入
　◦危機管理防災課
　◦各市民センター
　◦どこでも出張市役所
●申請書をメールで送信
　メール：bousai@city.karatsu.lg.jp

▲ダウンロード
はこちら　

第
18
回
唐
津
市
民

種
目
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

　

６
月
30
日
～
８
月
３
日
の
大

会
期
間
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
各
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

代
表
と
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
盛
大
に
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

選
手
・
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

暑
い
中
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

※�

種
目
別
の
成
績
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 （
公
財
）唐
津
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

�

（
☎
７
３
‐
２
８
８
８
）

　

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

（
☎
７
２
‐
９
２
３
７
）

▲市ホームページ
はこちら　　

地区総合順位
Ａブロック Ｂブロック

優勝 浜玉 七山
２位 中部 鎮西
３位 鏡 厳木

廃止する戸別受信機
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『唐津から、世界へ。』
L
レ オ

EO B
ブ ラ ッ ク ス

LACKS S
サ ガ

AGA、L
レ オ

EO N
ナ イ ナ ー ズ

INERS を応援しよう！
　試合日程
　などの詳細
◀はこちら

　「 ３
スリーエックススリー

× ３  U
ユ ナ イ テ ッ ド

NITED」リーグでは、３位に位置しているレオブラックス。７月のリーグ公
式戦「３×３ UNITED W

ウ エ ス ト

EST A
エ リ ア

REA K
コ ウ ベ

OBE  R
ラ ウ ン ド

OUND」では、予選を勝ち上がり、決勝トー
ナメントに進出しましたが、激戦の末、準決勝敗退という結果になりました。
　レオナイナーズは、今シーズン初戦となる「３×３ J

ジ ャ パ ン

APAN T
ツ ア ー

OUR 2025 O
オ ー プ ン

PEN」に出場
しました。１試合目は延長で、2試合目は接戦の末、相手を抑えることができず、予選敗退
という結果なりました。
　世界大会出場に向けた戦いはまだまだ続きます。引き続き市民の皆さんの熱い声援をよろ
しくお願いします！� 問 スポーツ振興課（☎️72-9237）

７月の試合結果
７月26日（土） ３×３ JAPAN TOUR 2025 OPEN 日本丸メモリアルバーク（神奈川県） 予選敗戦
７月27日（日） ３×３ UNITED WEST AREA KOBE ROUND メリケンバーク（兵庫県） 準決勝敗戦

今後の試合予定
９月７日（日） ３×３ UNITED 2025 月夜野総合体育館（群馬県）
９月13日（土） ３×３ JAPAN TOUR 2025 OPEN 上野恩

おん
賜
し

公園噴水広場（東京都）
９月21日（日） ３×３ UNITED 2025 立

りっ
誠
せい

ひろば（京都府）
９月28日（日） ３×３ UNITED 2025 L

ラ ス ト
AST O

ワ ン
NE F

フ ク オ カ
UKUOKA ROUND ベイサイドプレイス博多（福岡県）

▲北川選手の復帰戦

安心・安全な給食が届くまで
～学校給食の裏側～

子どもたちの豊かな心と健やかな体を育む学校給食がどのように作られ、届けられているかを紹介します。

①手洗い・設備確認
②検収

数量、品温、鮮度、異物混
入の有無などを確認します。

④調理 
煮込み、炒め、焼きなどの加熱
調理を行い、食中毒を防ぐため、
厳しく衛生管理をします。

③下処理
食材を洗浄し汚れを
落とします。

⑤お待ちかねの給食！

い た だ き ま す ！い た だ き ま す ！

学校給食ができるまで
YouTubeで公開中

動画はこちら

　子育て世帯の経済的負担軽減のため、唐津市立小・中学校の学校給食費を無償化します。
　また、食材価格が高騰している中で、給食の質や量を維持するため、給食費の単価を約19 %引き上
げます。なお、無償化は、引き上げ分も含めて行います。
◆開始時期　令和７年度２学期（９月納付分）から
　※令和７年度１学期（８月納付分）までは、学校給食費の支払いが必要です。
◆弁当持参者
　唐津市立小・中学校に通学していて、食物アレルギーなどの理由で、弁当を持参している児童・生
徒の保護者に対しては、学校給食費相当額を助成します。

問 学校給食課（☎53-8269）
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